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平
成
13
年
度
の
１
期
分
（
３
・
４
月

分
）
か
ら
下
水
道
使
用
料
が
上
が
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
安
定
し
た
下
水
道
の
維

持
・
管
理
の
た
め
に
、
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

下
水
道
は
、
家
庭
な
ど
か
ら
出
る
汚

水
や
雑
排
水
を
き
れ
い
な
水
に
戻
す
た

め
の
も
の
で
、
環
境
衛
生
を
よ
く
し
、

水
質
を
保
全
す
る
大
切
な
施
設
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
下
水
道
を
管
理
し
た

り
運
営
す
る
た
め
の
費
用
は
、
皆
さ
ん

の
下
水
道
使
用
料
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
の
下
水
道
使
用
料
金

で
は
、収
入
よ
り
支
出
の
方
が
大
き
く
、

支
出
の
約
３
割
が
赤
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
平
成
12
年
度
は
、
こ
の
下

水
道
使
用
料
の
赤
字
分
を
補
う
た
め
に
、

市
の
一
般
会
計
か
ら
約
６
億
円
が
支
払

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
後
、
こ
の
よ
う
な
赤
字
を

少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
、
下
水
道
使

用
料
を
改
定
し
ま
し
た
。

3
・
4
月
使
用
分
か
ら
、平
均
で
約
15
％
上
が
り
ま
す�

消費税込みの使用料の計算方法（2か月で48K使った場合）�
基本使用料（20Kまで）�
21～40K�
41～48K

使用料（10円未満切り捨て）7,430円　�

�
163円�
192円�

2,286円�
3,260円�
1,536円�

7,082円　　×　　1.05　＝　7,436円�

�
×�
×�

 �
＝�
＝�

�
20K�
  8K

計　　　　　　　　　　7,082円�

下水道使用料・料金表（2か月当たり・消費税別）�

基本使用料�

汚水排出量�使　用　料� 汚水排出量�

163円�

改定後� 現　行�

192円�

242円�

306円�

138円�

159円�

190円�

227円�

使用料�
（1Kにつき）�

使用料�
（1Kにつき）�

20Kを超え40Kまで�

40Kを超え80Kまで�

80Kを超え200Kまで�

200Kを超えるもの�

従　量　使　用　料�

20Kまで�2,286円�

※　条例は、1か月ごとの料金で定めていますが、下水道使用料は2か月に1度の検針、請求のため�
　この表は2か月当たりで作成しています。�

筑紫地区の下水道使用料比較（1か月当たり・消費税別）�

水　量� 春日市�
（改正後）� 大野城市� 筑紫野市� 太宰府市� 那珂川町�

（単位：円）�

10K

20K

30K

40K

50K

1,143�

2,773�

4,693�

6,613�

9,033

1,205�

2,685�

4,295�

6,305�

8,715

1,250�

2,875�

4,575�

6,675�

8,875

1,450�

3,100�

5,000�

7,200�

9,600

1,350�

2,900�

4,600�

6,300�

8,200
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下水道使用料は、２か月に一度、水道料金と一緒に納
めるようになっています。
例えば、３・４月に使用した分は、５月中旬に春日那
珂川水道企業団から水道料金と併せて納付書が送られて
きますので、その納付書で５月末日までに納めていただ
きます。
なお、井戸を使っている場合は、下水道使用料の計算
方法が異なるため、納付書は市下水道課から送られます。

上下水道料金早見表（1期＝2か月当たり・消費税含む）�
水　量� 水道料金� 下水道料金� 合　　計�

1K～20K

21�

22�

23�

24�

25�

26�

27�

28�

29�

30�

31�

32�

33�

34�

35�

36�

37�

38�

39�

40�

41�

42�

43�

44�

45�

46�

47�

48�

49�

50�

51�

52�

53�

54�

55�

56�

57�

58�

59�

60�

61�

62�

63�

64�

65�

66�

67�

68�

69�

70

2,560�

2,780�

3,000�

3,220�

3,440�

3,660�

3,880�

4,100�

4,320�

4,540�

4,760�

4,980�

5,200�

5,420�

5,640�

5,860�

6,090�

6,310�

6,530�

6,750�

6,970�

7,220�

7,470�

7,720�

7,980�

8,230�

8,480�

8,730�

8,980�

9,240�

9,490�

9,740�

9,990�

10,240�

10,500�

10,750�

11,000�

11,250�

11,500�

11,760�

12,010�

12,260�

12,510�

12,760�

13,020�

13,270�

13,520�

13,770�

14,020�

14,280�

14,530

2,400�

2,570�

2,740�

2,910�

3,080�

3,250�

3,420�

3,590�

3,760�

3,940�

4,110�

4,280�

4,450�

4,620�

4,790�

4,960�

5,130�

5,300�

5,480�

5,650�

5,820�

6,020�

6,220�

6,420�

6,620�

6,830�

7,030�

7,230�

7,430�

7,630�

7,830�

8,040�

8,240�

8,440�

8,640�

8,840�

9,040�

9,250�

9,450�

9,650�

9,850�

10,050�

10,250�

10,460�

10,660�

10,860�

11,060�

11,260�

11,460�

11,660�

11,870

4,960�

5,350�

5,740�

6,130�

6,520�

6,910�

7,300�

7,690�

8,080�

8,480�

8,870�

9,260�

9,650�

10,040�

10,430�

10,820�

11,220�

11,610�

12,010�

12,400�

12,790�

13,240�

13,690�

14,140�

14,600�

15,060�

15,510�

15,960�

16,410�

16,870�

17,320�

17,780�

18,230�

18,680�

19,140�

19,590�

20,040�

20,500�

20,950�

21,410�

21,860�

22,310�

22,760�

23,220�

23,680�

24,130�

24,580�

25,030�

25,480�

25,940�

26,400

下下下下水水水水道道道道使使使使用用用用料料料料のののの支支支支払払払払いいいい

※ 下水道使用料や口座振替についての問い合わせは、

下水道課業務担当まで。 （下水道課）

口座振替を利用すると、納め忘れがなくなり、窓口

で支払う手間も省け、たいへん便利です。

手続きは、金融機関の窓口か市役所で行えます。銀

行への届け出印と通帳を持参ください。

下水道を運営するため（収益的収支）
皆さんが支払った下水道料金は、汚水を処理場まで流
す管の修理や処理場の負担金、そのほか職員の給与など
に使われています。
収入、支出ともに23億６,９７８万円で、うまくバラ

ンスがとれているようにみえます。しかしこれは、下水
道使用料で不足する分を一般会計からの繰入金などで補
ったためで、実際には赤字なのです。

施設をつくるため（資本的収支）
快適に下水道を使用し続けていただくために、将来の
流域処理場の建設・整備や汚水管の整備などが必要で
す。
これらの費用は、主に企業債（借金）で賄われていま
す。
実際の収入は13億４，３０３万円、支出は18億８，

７８７万円です。不足額５億４，４８４万円は内部留保
資金などで補っています。

収益的収支　　　　　　※消費税別�

　　収　　入�
23億6,978万円�

23億6,978万円　　�
　　支　　出�

　下水道使用料�
12億9,798万円�

人件費  7,474万円�

物件費 1億4,577万円�

　処理場負担金�
5億5,422万円�

減価償却費�
5億3,202万円�

　 支払利息�
10億6,303万円�

基準内繰入�
4億9,712万円�

基準外繰入�
5億7,070万円�

その他398万円�

資本的収支　　　　 ※消費税込み�

　　収　　入�
18億8,787万円�

18億8,787万円　　�
　　支　　出�

企業債�
10億4,390万円�

  建設改良費�
7億9,397万円�  企業債償還元金�

10億9,390万円�

　補助金�
1億8,864万円�

負担金�
1億1,049万円�

内部留保資金など�
5億4,484万円�

お支払いは便利な口座振替で
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ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
筑
紫

税
務
署
の
職
員
に
よ
る
所
得
税
の
納
税

相
談
（
申
告
受
付
）
を
行
い
ま
す
。
税

務
署
か
ら
案
内
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
人
や

確
定
申
告
の
必
要
の
あ
る
人
は
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ

ラ
リ
ー

日
程

２
月
20
日
�
〜
３
月
６
日
�
　

（
土
・
日
・
月
曜
日
は
休
み
）

注
意

○
土
地
や
建
物
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人

は
、
直
接
筑
紫
税
務
署
で
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

○
会
場
は
期
限
間
近
に
な
る
と
大
変
混

み
合
い
ま
す
。
申
告
は
早
め
に
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

○
申
告
書
は
、
自
分
で
正
し
く
書
い
て

直
接
、
税
務
署
に
郵
送
し
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

①

平
成
12
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計

額
が
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶

養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

を
超
え
る
人

②
　
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
人
　

▽
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え

る
人

▽
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
人

▽
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ

て
い
る
人

①

給
与
や
年
金
の
「
源
泉
徴
収
票
」

な
ど
所
得
が
分
か
る
書
類

②

平
成
12
年
中
に
支
払
っ
た
「
社
会

保
険
料
の
領
収
書
」
「
生
命
保
険
料

の
控
除
証
明
書
」
「
損
害
保
険
料
の

控
除
証
明
書
」

③

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、「
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
、明
細
書
、

保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
の

明
細
書
」

④

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
人
は

▽
家
屋
登
記
簿
謄
（
抄
）
本

▽
住
民
票
の
写
し

▽
売
買
契
約
書
の
写
し
、
ま
た
は
工

事
請
負
契
約
書
の
写
し

▽
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
等
証
明
書

▽
敷
地
な
ど
の
購
入
に
係
る
ロ
ー
ン

に
つ
い
て
控
除
を
受
け
る
場
合
に

は
、
そ
の
敷
地
な
ど
の
登
記
簿
謄

（
抄
）
本
、
分
譲
に
係
る
契
約
書

の
写
し

▽
増
改
築
な
ど
の
場
合
は
、
さ
ら
に

「
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
」、「
検

査
済
証
の
写
し
」
か
、ま
た
は
「
建

築
士
の
増
改
築
等
工
事
証
明
書
」

⑤

雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
、
「
被

害
を
受
け
た
住
宅
家
財
の
明
細
書
」、

「
災
害
関
連
支
出
の
領
収
書
」

⑥
　
印
か
ん

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期
限

は
、
申
告
期
限
と
同
じ
３
月
15
日
�
で

す
。
期
限
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
税
に
は
、
便
利
な
「
振
替
納
税
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
、
税
務
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
必
要
が
あ
る
人

確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

会
場

▽
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ

ー
▽
市
役
所
（
２
０
８
会
議
室
、
ま
た
は

大
会
議
室
）

※

日
に
よ
っ
て
会
場
が
変
わ
り
ま
す
。

日
程

２
月
14
日
�
〜
３
月
15
日
�
　
　

（
土
・
日
曜
日
は
休
み
）

注
意

○
市
役
所
（
２
０
８
会
議
室
、
ま
た
は

大
会
議
室
）
で
は
所
得
税
の
確
定
申

告
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

○
申
告
書
は
、
自
分
で
正
し
く
書
い
て

直
接
、
市
役
所
に
郵
送
し
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

申
告
す
る
必
要
が
あ
る
人

①

平
成
13
年
１
月
１
日
現
在
、
春
日

市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
で
、
平
成

12
年
中
に
収
入
の
あ
っ
た
人

②

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
、
お
よ

び
そ
の
世
帯
主

※

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
、

ま
た
は
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
な

い
人
で
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人
は
、

市
民
税
、
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

な
お
、
申
告
書
は
市
役
所
税
務
課

か
西
出
張
所（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

に
用
意
し
て
い
ま
す
。

春日公園�

Ｊ
Ｒ
春
日
駅� 光町交差点�

宝町交差点�

小倉バス停�

大土居交差点�

至那珂川町s

●スポーツセンター�

●いきいきプラザ�
（西出張所）�

●大谷小学校�

●春日小学校�

●下白水警部交番�

紅葉ヶ丘1�
交差点�

航空自衛隊�
春
日
市
役
所�

ふれあい
ふれあい

�
文化センター
文化センター

�
ふれあい�
文化センター�

市内申告会場位置図�

納
税
は
期
限
内
に

市税務課市民税担当
〒816-8501  春日市役所
�（584）１１１１

問い合わせ先
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還
付
申
告
の
み
の
場
合
は
、
２
月
１

日
�
か
ら
、
税
務
署
や
「
集
中
還
付
セ

ン
タ
ー
」
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
告
期
限
に
近
づ
き
ま
す
と
、
窓
口

が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
早
め
の
申
告
を

お
進
め
し
ま
す
。

な
お
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
年

末
調
整
が
で
き
な
い
た
め
、
還
付
申
告

を
行
え
ば
所
得
税
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

た
だ
し
、
条
件
に
よ
っ
て
は
そ
の
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

①

自
宅
を
ロ
ー
ン
で
取
得
し
た
人

②
　
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

③

年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職
し

て
い
な
い
人

④

火
災
や
風
水
害
、
盗
難
な
ど
の
被

害
に
あ
っ
た
人

※

還
付
金
の
受
け
取
り
は
、
口
座
振

込
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
申
告
の

際
は
、
預
金
通
帳
か
、
金
融
機
関
名
、

口
座
番
号
（
本
人
名
義
）
の
メ
モ
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
還
付
申
告
の
み
を
受
け
付

け
る
「
集
中
還
付
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
税
務
署
の
管
轄
に
関
係

な
く
だ
れ
で
も
申
告
で
き
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

２
月
１
日
�
〜
３
月
15
日
�

（
平
日
の
み
）

受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３

時
30
分

場
所

大
同
生
命
ビ
ル
６
階
大
会
議
室

（
福
岡
市
中
央
区
西
中
洲
12
―
33

・
ア
ク
ロ
ス
福
岡
隣
）

昨
年
１
年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財
産

の
価
額
の
合
計
が
60
万
円
を
超
え
る
場

合
は
、
贈
与
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

贈
与
税
の
申
告
は
、所
得
税
と
同
様
、

２
月
１
日
�
か
ら
３
月
15
日
�
ま
で
で
、

納
期
限
も
３
月
15
日
�
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
４

月
２
日
月
ま
で
で
す
。

筑紫税務署
〒818－0042
筑紫野市字立明寺６５５－４
�（923）１４００

JR天拝山駅�

西鉄朝倉街道駅�

石崎�
交差点�

立明寺�
交差点�

至福岡�県道112号線�至久留米�
●福岡大学�
　筑紫病院�

�

　
　
　  

　
●�

県
道
31
号
線
　
福
岡
・
筑
紫
野
線�

筑紫税務署�

税務署位置図�

筑紫野�
消防署�

●中央郵便局�

昭和通り�

●
九
銀
福
岡
ビ
ル�

那
珂
川�

●
ア
ク
ロ
ス
福
岡�

●
福
岡�

　
市
役
所�

地下鉄天神駅�

西
鉄
福
岡
天
神
駅�

大同生命�
ビル�

●東急ホテル�

集
中
還
付
セ
ン
タ
ー

月　　日�

申告会場�

納
税
相
談�

所
得
税�

申
告
受
付�

市
・
県
民
税�

ふれあい文化センター�
ギャラリ－�

ふれあい文化センター�
ギャラリ－�

筑紫税務署�

大会議室�

市役所�
208�
会議室�

14

水�

　�

△�

　�

　�

○�

15

木�

　�

△�

　�

　�

○�

16

金�

　�

○�

　�

　�

○�

17

土�

　�

○�

　�

　�

○�

18

日�

○�

○�

○�

　�

　�

19

月�

20

火�

21

2　　　　　　月� 3　　　　　　月�

水�

○�

○�

○�

　�

　�

22

木�

○�

○�

○�

　�

　�

23

金�

○�

○�

○�

　�

　�

24

土�

25

日�

26

月�

　�

○�

　�

○�

　�

27

火�

○�

○�

○�

　�

　�

28

水�

○�

○�

○�

　�

　�

1

水�

○�

○�

○�

　�

　�

2

金�

○�

○�

○�

　�

　�

3

土�

4

日�

5

月�

　�

○�

　�

○�

　�

6

火�

○�

○�

○�

　�

　�

7

水�

　�

○�

　�

　�

○�

8

木�

　�

○�

　�

　�

○�

9

金�

　�

○�

　�

　�

○�

10

土�

11

日�

12

月�

　�

○�

　�

　�

○�

13

火�

　�

○�

　�

　�

○�

14

水�

　�

○�

　�

　�

○�

15

木�

　�

○�

　�

　�

○�

所得税納税相談（申告）と市・県民税申告の会場と日程�

○は申告できます。 　△は還付申告のみできます。 
申告受付時間�

会　　　場� 受　　付　　時　　間�

9：30～11：00、13：00～15：30

9：00～11：30、13：00～16：00

9：00～11：30、13：00～16：00

ふれあい文化センターギャラリー�

筑紫税務署�

市役所（208会議室・大会議室）　　　　�

※　会場は、大変混雑します。
日によっては、３～４時間お待ち頂く場合があり
ますので、時間には余裕を持ってご来場ください。

問い合わせ先
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6

計画案について報告し、今後のまちづくりを皆さんと
語り合う“市民報告会”を行います。
皆さんの参加を待っています。
日時 ２月18日�　午後２時～
場所 市役所大会議室（原町３－１－５）
対象 春日市のまちづくりに関心のある人
申込方法 ２月15日�までに、窓口または電話かＦＡＸ

で、氏名、住所、電話番号を連絡する
申込・問い合わせ先 都市計画課都市計画担当

�（584）１１１１　5（584）１１４３

今
後
の
春
日
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
基

本
計
画
）
案
が
、
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
が
目
指
す
都
市
づ
く
り
の

将
来
像
を
示
し
た
も
の
で
、
土
地
利
用
や

都
市
基
盤
整
備
の
方
針
な
ど
も
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
従

っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

都市計画マスタープランは、市民の意見を反映する
ため、共同作業や議論を通じて意見をまとめるワーク
ショップ形式を取り入れ、作られました。このワーク
ショップには、中学生から高齢者まで、多くの市民が
参加し、まちの魅力や問題点、将来像などについて自
由に意見を出し合いました。
また、市役所内では有志職員による参加を図り、ワ
ークショップやタウンウォッチング（街かど探訪）な
どを行いました。
そのほか、学識経験者などで構成する専門委員会か
らも助言をいただきました。
このような過程を経て、計画案がまとまりました。

u職員ワークショップ
市民ワークショップに先駆けて、職員によるワー
クショップを行いました。

平成９年度

u中学生まちづくりフォーラム
中学生が、校区ごと
に自分たちのまちの
将来像について話し
合いました。

uまちづくり市民ワークショップ
市民が多数参加し、まちの魅力と問題点などを話し
合いました。

uガリバーマップの設置
市役所のロビーに
春日市の全体地図を
置き、来庁した市民
に市の魅力や問題点
を紙の旗に書いて地
図上の該当する場所
にたててもらいまし
た。

平成10年度

uコミュニティワークショップ
市内を４地区にわけ、市民が実際に各地区を歩いて
見てまわったりしながら、地区の特性や課題を話し合
い、まちづくりの目標や方針などを話し合いました。

平成11年度

u庁内検討
これまでのワークショップなどで出された意見をも
とに、都市計画マスタープラン案の作成について検
討を重ねました。

平成12年度
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全市民対象のIT講習会�
今、私たちの暮らしは、「ＩＴ

アイティー

（情報通信技術）」を巡って目まぐるしく変化しています。
そこで、「ＩＴ」に十分対応できるよう、パソコンの基礎技能を修得してもらうための講習会を開きます。あ
なたも参加しませんか。

ＩＴとは、Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ（インフォメーションテクノロジー）
の略で、日本語に訳せば「情報通信技術」となります。
一般には、情報通信分野に関連する技術を利用する方法のことを指します。インターネットを使
って世界中の情報を集めたり、電子メールで遠くの人と連絡をとったりすることはその一例です。

対象 20歳以上の人で、１コースの内容（１回３時間の講習を４回）をすべて受講できる人
会場 市役所６階６０２会議室
定員 各コース20人（全10コース） ※　応募多数の場合は抽選します。
受講費用 無料　※　教材費として1,000円必要です。教材費は講習１回目に集めます。
申込方法 ハガキに住所、氏名、生年月日、電話番号、希望コース（第１・第２希望）を書いて２月16日�（必着）ま

でに送る
※　後日、受講カードを郵送します。なお、この講習会は、４月以降も各地区公民館で引き続き行います。
申込先 ＩＴ講習会担当（〒816-8501 春日市役所）
問い合わせ先 企画情報課情報推進担当　�（584）１１４４

コース名�
1コース�
2コース�
3コース�
4コース�
5コース�
6コース�
7コース�
8コース�
9コース�
10コース�

区　分�
午　前�
午　後�
午　前�
午　後�
午　前�
午　後�
午　前�
午　後�
午　前�
午　後�

曜　日�

月曜日�
�

火曜日�
�

水曜日�
�

木曜日�
�

金曜日�

1回目　�

2月26日�
�

2月27日�
�

2月28日�
�

3月 1日�
�

3月 2日�

2回目　
�

3月 5日�
�

3月 6日�
�

3月 7日�
�

3月 8日�
�

3月 9日�

3回目　�

3月12日�
�

3月13日�
�

3月14日�
�

3月15日�
�

3月16日�

4回目　�

3月19日�
�

3月27日�
�

3月21日�
�

3月22日�
�

3月23日�

注1  時間区分のうち、午前は9時～正午、午後は1時～4時の各3時間です。�
注2  各コースとも、内容は同じものです。�
注3  途中でコース、または区分を変更することはできません。�

ＩＴ講習会日程�
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

写真は、お子さんの顔が大きく
写っているもので、裏にお子さん
の氏名（ふりがな）、生年月日、住
所、電話番号を書き、秘書広報課
広報広聴担当まで郵送ください。
対象は３歳までで、３月１日ま

での到着分の中から抽選で決定し
ます。

４月生まれのお子さん募集中

む
し
歯
予
防
に
は
、
乳
歯
の
こ
ろ
か

ら
の
手
入
れ
が
大
切
で
す
。

歯
科
衛
生
士
が
、
正
し
い
手
入
れ
の

方
法
を
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

２
月
14
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

対
象

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
、

子
ど
も
用
の
歯
ブ
ラ
シ

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

原
爆
被
爆
者
二
世
に
対
す
る
健
康
診

断
を
行
い
ま
す
。
受
診
は
無
料
で
す
。

予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象

県
内
在
住
の
原
子
爆
弾
被
爆
者

二
世
で
受
診
を
希
望
す
る
人

※

昨
年
10
月
の
健
康
診
断
を
受
診
し

た
人
を
除
く
。

会
場

福
岡
結
核
予
防
セ
ン
タ
ー
（
福

岡
市
中
央
区
大
名
２
―
４
―
７
）

期
間

２
月
13
日
�
〜
23
日
�
（
平
日

の
み
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
11
時
、
午
後

１
時
〜
３
時

問
い
合
わ
せ
先

県
健
康
対
策
課

�
（
622
）
０
７
１
６

日
時

２
月
10
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
階
５
０

５
研
修
室（
原
町
３
―
１
―
７
）

相
談
内
容
（
次
の
書
類
作
成
）

▽
自
賠
責
・
任
意
保
険
金
請
求
書

▽
政
府
保
障
事
業
損
害
て
ん
補
請
求
書

▽
後
遺
障
害
等
級
認
定
異
議
申
立
書

▽
示
談
書
・
損
害
賠
償
請
求
書

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
行
政
書
士
会

�
（
641
）
２
５
０
１

�
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
運
営
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談
会
で
す
。
相
談
は

無
料
で
、
予
約
も
不
要
で
す
。

日
時

２
月
16
日
�
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

市
役
所
４
階
４
０
４
・
４
０
５

会
議
室

対
象

市
内
か
近
郊
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に

住
ん
で
い
る
人

内
容

▽
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
で
、
現
在
、
直
面

し
て
い
る
問
題
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

▽
良
好
な
自
主
管
理
や
大
規
模
改
修
に

つ
い
て
の
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

�
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

セ
ン
タ
ー
福
岡
支
部

�
０
９
３
（
922
）
４
８
７
７

健
康
・
保
健

子
育
て
教
室
参
加
者
募
集

「
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
手
入
れ
」

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
利
用
者
負
担
が
所
得
税
の

医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
る
と
聞
き
ま

し
た
が
…
。

そ
の
と
お
り
で
す
。
今
年
か
ら
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
金

に
つ
い
て
も
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
サ
ー

ビ
ス
が
対
象
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

対
象
と
な
る
の
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
う
ち
、「
訪
問
看
護
」「
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
「
居
宅
療
養
管
理
指

導
」
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

「
短
期
入
所
療
養
介
護
」
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
医
療
系
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
人
の
「
訪
問
介
護
（
家
事
援
助

を
除
く
）」「
訪
問
入
浴
介
護
」
「
通
所

介
護
」
「
短
期
入
所
生
活
介
護
」
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
介
護
保
険
給
付
限
度
額
を

超
え
て
利
用
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
医

療
費
控
除
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
介
護
保
険
の
施
設
サ
ー
ビ
ス

（
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保

健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
は

す
べ
て
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
利
用
者

負
担
に
つ
い
て
は
、
「
自
己
負
担
部
分

と
食
事
の
標
準
負
担
額
の
合
計
額
」
の

半
分
ま
で
の
費
用
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

申
告
時
に
領
収
証
だ
け
を
添
付
す
れ
ば

よ
い
の
で
す
か
？

医
療
系
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は

「
領
収
証
」
だ
け
で
構
い
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
場
合

は
、
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し

た
事
業
者
名
と
医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
る
金
額
を
記
載
し
た
書
面
」
を
提
示

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
？

健
康
保
険
料
な
ど
と
同
じ
く
、
社

会
保
険
料
の
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
告
の
際
に
は
、
次
の
書
類
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

▽
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
（
１
月
中

旬
に
年
金
保
険
者
か
ら
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
）

▽
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人

納
付
証
明
書
（
１
月
中
旬
に
市
役
所

か
ら
発
送
し
て
い
ま
す
）

▽
納
付
書
で
納
め
て
い
る
人

平
成
12
年
中
の
領
収
印
が
あ
る
介
護

保
険
料
領
収
証
書

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
課

村
山

む
ら
や
ま

彩あ
や

ち
ゃ
ん
（
大
和
町
）

平
成
11
年
２
月
19
日
生

相
　
　
談

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会

介
護
保
険
と
税
控
除

・
医
療
費
控
除

・
社
会
保
険
料
控
除

ＱＡ

ＱＡ

被
爆
者
二
世
の
健
康
診
断

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
相
談
会

ＱＡ
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「
市
長
の
代
わ
り
は
あ
っ
て
も
、
夫

の
代
わ
り
は
お
り
ま
へ
ん
」
と
、
妻
の

介
護
の
た
め
に
市
長
を
辞
職
し
た
と
い

う
江
村

え

む

ら

利
雄

と

し

お

さ
ん
の
講
演
会
で
す
。
入

場
は
無
料
で
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
な
お
、
託
児
（
１
人
３
０
０
円
）

も
あ
り
ま
す
。

日
時

２
月
12
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
階
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
Ａ
Ｂ
（
原
町
３
―

１
―
７
）

定
員

１
２
０
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
連
絡
す
る

※
　
託
児
希
望
も
同
時
に
申
し
込
む
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
女
性
セ
ン

タ
ー
「
あ
す
ば
る
」
事
業
課

�
（
584
）
１
２
６
１

5
（
584
）
１
２
６
２

初
め
て
簿
記
を
学
ぶ
人
の
た
め
の
講

座
で
す
。

日
程

３
月
19
日
�
〜
６
月
７
日
�

（
毎
週
月
・
木
曜
日
　
計
24
回
）

時
間

午
後
６
時
〜
９
時

会
場

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
３
階
大
会

議
室
（
大
野
城
市
曙
２
―
３
―

１
）

内
容

仕
訳
・
記
帳
か
ら
決
算
ま
で

（
日
商
簿
記
３
級
検
定
試
験
の

出
題
傾
向
と
問
題
の
要
点
）

定
員

80
人
（
申
込
先
着
順
）

受
講
料

１
５，

０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
・
資
料
代
を
含
む
）

申
込
期
間

２
月
５
日
�
〜
３
月
２
日

�

申
込
方
法

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
連
絡
す
る

申
込
先

春
日
市
商
工
会

�
（
581
）
１
４
０
７

5
（
575
）
０
７
０
２

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
地
区
商
工
会
職

業
訓
練
会

�
（
581
）
３
４
１
２

春
日
市
国
際
交
流
協
会
に
よ
る
「
ご

み
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
行
い
ま
す
。

韓
国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の

留
学
生
た
ち
に
自
国
の
ご
み
事
情
に
つ

い
て
話
し
て
も
ら
い
、
一
緒
に
地
球
環

境
問
題
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
せ
ん

か
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

３
月
４
日
�
　
午
後
２
時
〜

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
２
研

修
室
（
原
町
３
―
１
―
４
）

司
会
進
行

渡
辺

わ
た
な
べ

朝
子

あ

さ

こ

さ
ん
（
環
境
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
）

問
い
合
わ
せ
先

今
村

い
ま
む
ら

�
（
595
）
１
５
３
８
（
5
兼
用
）

風
景
や
人
物
な
ど
の
水
墨
画
の
展
示

会
で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

期
間

２
月
22
日
�
〜
３
月
７
日
�
　
　

（
月
曜
日
は
休
館
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

※

初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
日
曜
日

は
午
後
５
時
ま
で
、
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
作
品

展
示
室
（
原
町
３
―
１
―
７
）

問
い
合
わ
せ
先

石
井

い

し

い

�
（
591
）
８
７
０
７

集
団
の
中
で
は
、
楽ら

く

で
か
っ
こ
い
い

仕
事
を
し
よ
う
と
す
る
人
は
嫌
わ
れ
、

そ
の
反
対
に
地
味
で
目
立
た
な
い
下
働

き
を
す
る
人
が
好
か
れ
ま
す
。

『
お
膳
立
て
す
る
な
、
畦
走

あ
ぜ
ば
し

り
せ
れ
』

年
齢
の
上
下
関
係
が
厳
し
か
っ
た
昔

の
青
年
団
で
は
、
先
輩
が
後
輩
に
対
し

て
よ
く
こ
の
こ
と
ば
を
使
っ
て
指
導
し

て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
ば
の
背

景
か
ら
説
明
し
ま
す
。

昭
和
20
年
代
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
集

落
（
区
）
で
青
年
団
が
活
発
に
活
動
し

て
い
ま
し
た
。
集
落
の
お
祭
り
や
行
事

は
、
青
年
団
が
中
心
に
な
っ
て
奉
仕
活

動
を
し
、
ま
た
演
芸
会
や
相
撲
大
会
を

催
し
て
は
地
域
の
人
々
と
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
た
。
そ
う
い
う
青
年
団
の
行
事

の
後
に
は
、
大
抵
”打
ち
上
げ
“
と
い

っ
て
宴
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き

の
料
理
や
酒
の
準
備
を
す
る
の
も
団
員

の
仕
事
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
と
わ
ざ
に
戻
っ
て
、”お
膳

立
て
“
と
い
う
の
は
”配
膳
す
る
“
と

い
う
こ
と
で
す
。
一
方
、”畦
走
り
“
と

い
う
の
は
、
田
ん
ぼ
の
中
に
入
れ
て
も

ら
え
ず
畦
の
上
で
使
い
走
り
を
す
る
こ

と
で
、
”手
伝
い
“
と
か
”下
働
き
“
と

い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
わ
ざ
は
、「
配
膳
の
よ
う

な
手
も
汚
さ
な
い
楽
な
仕
事
は
す
る
な
。

も
っ
と
骨
の
折
れ
る
下
働
き
を
せ
よ
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

『
遅
尻

お
そ
じ
り

の
長
尻
』

昔
は
結
婚
式
も
葬
式
も
自
宅
で
す
る

の
が
普
通
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
隣
組
の

会
合
や
、
飲
食
も
楽
し
み
と
す
る
”お

大
師
講

だ
い
し
こ
う

“
や
”庚
申
講

こ
う
し
ん
こ
う

“
も
個
人
の
家

の
持
ち
ま
わ
り
で
し
た
。

こ
う
い
う
集
ま
り
に
遅
れ
て
く
る
人

は
大
体
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
遅
れ
て
く

る
人
も
困
り
も
の
で
す
が
、
な
お
悪
い

の
が
お
開
き
の
後
に
一
人
残
っ
て
話
し

込
ん
だ
り
、
い
つ
ま
で
も
飲
み
食
い
を

続
け
る
人
で
す
。一
番
嫌
わ
れ
る
の
が
、

こ
の
両
方
の
癖
の
あ
る
人
で
す
。

『
田
畑
八
間

た
ば
た
は
ち
け
ん

』

昔
の
村
落
に
は
、
お
互
い
に
恨
み
を

買
わ
な
い
で
す
む
よ
う
に
不
文
律
の
ル

ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
わ
ざ

は
、
農
作
物
の
成
長
の
妨
げ
に
な
る
木

や
草
は
、
自
分
の
田
畑
の
周
囲
８
間

（
14
・
４
ｍ
）
ま
で
は
人
の
も
の
で
も

無
断
で
切
り
払
っ
て
よ
い
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。

『
当
て
払
い
に
文
句
を
言
う
な
』

”当
て
払
い
“
と
い
う
の
は
、
集
落

の
年
中
行
事
の
一
つ
で
、
大
抵
は
盆
前

に
行
わ
れ
ま
す
。
個
人
の
屋
敷
か
ら
道

路
の
上
に
張
り
出
し
て
き
た
木
や
竹
の

枝
を
、
地
区
総
出
で
切
り
取
る
作
業
で

す
。
い
く
ら
枝
ぶ
り
が
よ
く
て
も
、
邪

魔
に
な
る
も
の
は
ノ
コ
や
ナ
タ
で
容
赦

な
く
切
り
取
ら
れ
ま
し
た
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
平
田
善
積

処
世
の
こ
と
わ
ざ
　
そ
の
３

265

商
業
簿
記
３
級
講
座

第
５
回
春
日
市
高
齢
者
大
学

水
墨
画
Ｏ
Ｂ
会
作
品
展

催
　
　
し

講
座
・
講
演

あ
す
ば
る
男
性
セ
ミ
ナ
ー

公
開
講
座

前
高
槻
市
長
の
介
護
奮
戦
記

世
界
市
民
講
座

ご
み
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
私
の
国
の
ご
み
事
情
」



い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
健
康
づ
く
り
運

動
に
励
ん
で
い
る
「
春
日
市
健
康
サ
ー

ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活
動
発
表
会

を
行
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

２
月
18
日
�

午
後
０
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
（
大
谷
６
―
24
）

内
容

健
康
体
操
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

社
交
ダ
ン
ス

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

日
時

２
月
10
日
�

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
（
大
谷
６
―
24
）

参
加
費

１，

２
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）

持
っ
て
く
る
も
の

ヒ
ー
ル
カ
バ
ー

※

演
技
発
表
を
希
望
す
る
人
は
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
　
合
原

�
（
583
）
７
２
１
６
（
5
兼
用
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
羽

根
つ
き
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
ミ
ッ
ク
ス

し
た
、
だ
れ
に
で
も
手
軽
に
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

○
１
日
教
室
参
加
者
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
１
日

教
室
を
行
い
ま
す
。
個
人
で
、
ま
た
、

家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も
待
っ
て

い
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

２
月
18
日
�

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室

（
大
谷
６
―
28
）

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
人

募
集
人
員

20
人
程
度
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法

２
月
16
日
�
（
必
着
）
ま

で
に
、
電
話
ま
た
ハ
ガ
キ
で
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
連

絡
す
る

※

運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
上
靴
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

日
時

２
月
25
日
�

▽
受
付
　
午
前
９
時

▽
開
会
式
　
午
前
９
時
30
分

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
人

チ
ー
ム
編
成

競
技
者
３
人
、
交
代
要

員
３
人
以
内
の
計
６
人
以
内

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
、

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
お
よ
び
チ
ー
ム
名
を
２
月

22
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
連
絡

す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

「
１
日
教
室
」
ま
た
は
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
」

係
（
〒
816
―
０
８
３
１
大
谷
６

10

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

中
村

な
か
む
ら

朱
里

あ

か

り

ち
ゃ
ん
（
須
玖
北
）

平
成
11
年
２
月
９
日
生

竹
本

た
け
も
と

健
斗

け
ん
と

ち
ゃ
ん
（
須
玖
南
）

平
成
10
年
２
月
11
日
生

奥
村

お
く
む
ら

暁あ
き

ち
ゃ
ん
（
春
日
）

平
成
12
年
２
月
21
日
生

健
康
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
発
表
会

保
険
証
を
返
し
て
い
た
だ
き
ま
す

災
害
に
あ
う
な
ど
政
令
で
定
め
る
特

別
の
事
情
が
な
い
の
に
国
保
税
を
滞
納

し
て
い
る
場
合
、
保
険
証
を
返
還
し
て

も
ら
い
、
代
わ
り
に
資
格
証
明
書
を
交

付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

資
格
証
明
書
と
は

保
険
証
で
病
院
に
か
か
る
と
、
医
療

費
の
３
割
ま
た
は
２
割
を
負
担
す
る
だ

け
で
済
み
ま
す
が
、
資
格
証
明
書
の
場

合
は
、
い
っ
た
ん
、
医
療
費
の
全
額（
10

割
）を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
申
請
す
れ
ば
医
療
費
の
７

割
ま
た
は
８
割
相
当
額
の
払
戻
し
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
保

険
税
の
滞
納
が
あ
れ
ば
、
こ
の
払
戻
し

金
か
ら
保
険
料
が
天
引
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

国
保
税
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
分

割
し
て
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（国

保
年
金
課
）

―
28
）

�
（
571
）
３
２
３
４

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
や
勤
務
し
て

い
る
人
を
対
象
に
、
卓
球
大
会
を
行
い

ま
す
。

日
程

▽
３
月
４
日
�
　
一
般
・
小
学
生
の
部

▽
３
月
10
日
�
　
中
学
生
の
部

時
間

▽
受
付
　
午
前
８
時
30
分

▽
開
始
　
午
前
９
時
〜

種
目

一
般
の
部
（
高
校
生
を
含
む
）

▽
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
（
女
子
の
み
Ａ
・

Ｂ
あ
り
）

▽
男
女
ダ
ブ
ル
ス
（
女
子
の
み
Ａ
・
Ｂ

あ
り
）

小
学
生
の
部

▽
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

中
学
生
の
部

▽
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育

館
（
大
谷
６
―
28
）
ほ
か

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
出
場
種
目
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
２
月
19
日

�
（
必
着
）
ま
で
に
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

白
水

し
ろ
う
ず

和
幸

か
ず
ゆ
き

（
〒
816
―
０
８
３
３
紅
葉
ケ
丘

東
７
―
１
３
０

�
（
572
）
７
１
９
６

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

春
レ
ク
の
夕
べ
「
社
交
ダ
ン
ス
交
流
会
」

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ス
ポ
ー
ツ

市
長
杯
卓
球
大
会
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採
用
予
定
時
期

随
時

勤
務
日

月
〜
金
曜
日
（
運
動
会
な
ど

の
行
事
で
日
曜
勤
務
あ
り
）

勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

業
務
内
容

事
務
補
助

賃
金

時
給
７
８
０
円

登
録
方
法

市
指
定
の
「
臨
時
職
員
登

録
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
申
し
込
む

※

受
付
後
、
欠
員
補
充
が
必
要
な
場

合
に
選
考
し
て
採
用
し
ま
す
。

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

学
校
教
育
担
当

春
日
市
野
外
活
動
場
内
の
星
の
館（
天

体
観
測
所
）
で
、
星
の
観
望
会
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま

す
。

日
時

２
月
24
日
�

午
後
７
時
〜
９
時
（
予
定
）

※

天
候
に
よ
り
中
止
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

場
所

春
日
市
野
外
活
動
場
星
の
館

（
大
野
城
市
牛
頸く

び

）

対
象

市
内
居
住
者
（
中
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

参
加
費

高
校
生
以
上
２
０
０
円
、
中

学
生
以
下
１
０
０
円

�　はがきに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所秘書
　　　広報課「みてみてきいて」係�
※　掲載した人には図書券（500円分）
　を進呈します。�

こ
の
ご
ろ
子
ど
も
と
話
を
し
て
い
て

気
に
な
る
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
別

に
〜
」
と
い
う
言
葉
だ
。

山
に
登
っ
て
も
、テ
レ
ビ
を
見
て
も
、

田
舎
に
遊
び
に
行
っ
て
も
、
私
の
「
ど

う
だ
っ
た
？
」「
楽
し
か
っ
た
？
」
と

い
う
問
い
に
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
こ
の
言
葉
が
返
っ
て
く
る
。

こ
の
言
葉
を
聞
く
と
、
私
の
中
か
ら

力
が
抜
け
る
。
正
直
、
が
っ
か
り
し
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。
自
分
が
楽
し
い
と

勝
手
に
考
え
て
い
る
こ
と
を
子
ど
も
に

押
し
つ
け
て
い
る
だ
け
な
の
か
と
悩
ん

で
し
ま
う
。

し
か
し
、
本
当
に
す
べ
て
お
も
し
ろ

く
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で

も
な
い
ら
し
い
。

ど
う
や
ら
こ
れ
が
子
ど
も
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
よ
う
で
あ
る
。
い
つ
も
心

の
ど
こ
か
が
冷
め
て
い
る
よ
う
で
、
親

と
し
て
は
寂
し
い
。

だ
が
、
私
た
ち
大
人
こ
そ
、
実
は
こ

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
し
っ
か
り
身
に

付
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な

い
。心

の
底
か
ら
泣
い
た
り
、笑
っ
た
り
、

怒
っ
た
り
…
記
憶
の
糸
を
た
ど
っ
て

も
、
思
い
出
す
こ
と
す
ら
で
き
な
い
。

子
ど
も
は
親
の
鏡
と
は
よ
く
言
っ
た

も
の
だ
。
子
ど
も
に
映
っ
た
自
分
の
姿

に
タ
メ
息
を
つ
く
の
は
も
う
や
め
よ

う
。
心
を
熱
く
す
る
何
か
を
探
す
毎
日

で
あ
る
。

星
の
観
望
会

恐
妻
家

心
の
タ
メ
息

ペ
ン
ネ
ー
ム

平
成
12
年
12
月
１
日
か
ら
、
「
動
物

の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
と

県
の
条
例
が
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
改
正
で
は
、
動
物
愛
護
を
進
め

る
た
め
、
飼
い
主
と
し
て
の
責
任
を
し

っ
か
り
と
自
覚
し
て
も
ら
う
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。

犬
や
猫
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
次
の

点
に
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
お
よ
び
安
全
の
保
持

○
種
類
や
発
育
状
況
に
応
じ
て
、
適
正

に
餌え

さ

や
水
を
与
え
る

○
ノ
ミ
・
ダ
ニ
・
蚊
な
ど
に
咬
ま
れ
な

い
よ
う
に
し
て
、
病
気
の
予
防
に
努

め
る

○
適
度
な
運
動
を
さ
せ
る

○
犬
小
屋
や
飼
育
箱
な
ど
の
飼
育
設
備

を
整
え
る

○
鳴
き
声
、
悪
臭
、
抜
毛
な
ど
で
人
に

迷
惑
を
か
け
な
い

○
動
物
が
逃
げ
た
と
き
は
す
ぐ
探
し
、

保
健
所
や
警
察
に
も
届
け
出
る

犬
に
よ
る
危
害
防
止

○
犬
を
放
し
飼
い
に
し
な
い

○
鎖
で
つ
な
い
だ
犬
が
道
路
ま
で
出
て

こ
な
い
よ
う
に
す
る

○
飼
い
主
の
命
令
に
従
う
よ
う
、
正
し

い
し
つ
け
や
訓
練
を
行
う

○
外
で
運
動
さ
せ
る
場
合
は
、
必
ず
ひ

も
や
鎖
で
つ
な
ぎ
、
周
囲
に
気
を
配

り
な
が
ら
安
全
に
行
う

生
活
環
境
の
保
全

○
公
共
の
場
所
や
他
人
の
土
地
を
フ
ン

や
尿
で
汚
さ
な
い

○
飼
育
場
所
を
清
潔
に
保
ち
、
フ
ン
、

尿
、
毛
、
な
ど
で
近
隣
に
迷
惑
を
か

け
な
い

○
公
共
の
場
所
で
の
フ
ン
の
片
付
け
が

義
務
化
さ
れ
た
の
で
、
犬
を
散
歩
さ

せ
る
と
き
は
袋
を
持
参
し
、
必
ず
持

ち
帰
っ
て
自
宅
で
処
理
す
る

そ
の
他

○
犬
や
猫
の
子
ど
も
が
欲
し
く
な
い
飼

い
主
は
、
去
勢
手
術
や
不
妊
手
術
な

ど
を
受
け
さ
せ
る

○
最
期
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
う
。
ど

う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

新
し
い
飼
い
主
を
さ
が
し
て
譲
る
。

そ
れ
も
出
来
な
か
っ
た
時
は
、
最
後

の
手
段
と
し
て
保
健
所
な
ど
に
引
き

取
っ
て
も
ら
う
（
そ
の
場
合
、
犬
や

猫
は
処
分
（
安
楽
死
）
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
前
に
、
も
う
一
度
よ
く
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
）

○
犬
に
は
登
録
鑑
札
と
狂
犬
病
注
射
済

票
を
、
猫
に
も
住
所
、
氏
名
、
電
話

な
ど
を
書
い
た
名
札
を
取
り
付
け
る

（
環
境
対
策
課
）

募
集
人
員

20
人
程
度
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、

氏
名
（
保
護
者
同
伴
の
場
合
は

保
護
者
名
も
）
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
２
月
16
日
�

（
必
着
）
ま
で
に
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

「
星
の
館
観
望
会
」
係
（
〒
816

―
０
８
３
１
大
谷
６
―
28
）

�
（
571
）
３
２
３
４

小
・
中
学
校
の
学
校
事
務
補
佐

臨
時
職
員
登
録
受
付
中

募
　
　
集
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小
学
生
の
た
め
の
国
際
交
流
「
ち
び

っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
（
鹿
児
島
県

大
島
郡
与
論
町
）
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

外
国
の
小
学
生
と
一
緒
に
、
青
い
海

と
南
の
島
独
特
の
文
化
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象

小
学
３
〜
６
年
生

期
間

３
月
27
日
�
〜
４
月
３
日
�

（
７
泊
８
日
）

内
容

▽
い
か
だ
こ
ぎ
▽
釣
り
▽
ハ
ー

レ
ー
船
大
会
▽
サ
ト
ウ
キ
ビ
し

ぼ
り
▽
サ
ン
ゴ
の
ク
ラ
フ
ト
▽

洞
窟

ど
う
く
つ

探
検
な
ど

募
集
人
員

４
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

１
０
９，

０
０
０
円

申
込
方
法

参
加
申
込
書
（
電
話
で
資

料
請
求
す
る
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
３
月
７
日
�
ま
で

に
申
し
込
む

※

事
業
説
明
会
が
２
月
12
日
�
午
後

３
時
か
ら
福
岡
朝
日
ビ
ル
地
下
１
階

16
号
室
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前

２
―
１
―
１
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

�
国
際

青
少
年
研
修
協
会
（
〒
160
―
０

０
０
４
東
京
都
新
宿
区
四
谷
２

―
11
大
村
ビ
ル
３
階
）

�
03
―
３
３
５
９
―
８
４
２
１

5
03
―
３
３
５
４
―
２
２
０
７

休
耕
田
を
利
用
し
た
市
民
農
園
（
市

内
９
か
所
）の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
区
画
数

20
区
画
（
予
定
）

１
区
画
面
積

33
㎡
（
約
10
坪
）

利
用
料
金

５，

０
０
０
円
（
年
間
）

※

別
に
振
込
手
数
料
（
１
０
５
円
）

が
必
要
で
す
。

利
用
開
始
日

４
月
10
日
以
降

利
用
期
間

最
長
５
年
（
平
成
18
年
３

月
31
日
ま
で
）

対
象

市
内
に
居
住
し
、
花
や
野
菜
作

り
に
関
心
の
あ
る
人

※

現
在
市
民
農
園
を
利
用
し
て
い
る

人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
申
込

の
動
機
を
記
入
し
、
３
月
５
日

�
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

宮
田

み

や

た

悠
生

ゆ
う
せ
い

ち
ゃ
ん
（
千
歳
町
）

平
成
12
年
２
月
20
日
生

藤
谷

ふ
じ
た
に

悠
貴

ゆ
う
き

ち
ゃ
ん
（
春
日
原
東
町
）

平
成
12
年
２
月
２
日
生

東
嶋

ひ
が
し
じ
ま

春
樹

は
る
き

ち
ゃ
ん
（
宝
町
）

平
成
12
年
２
月
21
日
生

市
民
農
園
利
用
者
募
集

年
金
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
る
給
与

所
得
者
と
違
い
、
自
営
業
の
人
や
学
生

な
ど
の
第
１
号
被
保
険
者
の
場
合
、
つ

い
、
う
っ
か
り
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
納

め
忘
れ
が
重
な
る
と
・
・
・

▽
納
付
の
負
担
が
大
き
く
な
る

▽
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
な

ど
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る

▽
老
齢
年
金
が
満
額
で
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
る

国
民
年
金
保
険
料
の
積
み
立
て
は
、

あ
な
た
の
安
心
の
積
み
立
て
で
す
。
納

め
忘
れ
が
な
い
か
も
う
一
度
確
か
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
お
支
払
い
は
、
口
座
振

替
が
便
利
で
す
。

口
座
振
替
に
す
る
と
、
保
険
料
が
、

あ
な
た
の
預
金
か
ら
毎
月
月
末
に
自
動

的
に
引
落
さ
れ
ま
す
。
納
め
忘
れ
も
な

く
、
支
払
い
の
手
間
も
は
ぶ
け
ま
す
。

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
国
保
年
金

課
ま
た
は
金
融
機
関
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
預
金
通
帳
○
銀
行
へ
の
届
け
出
印
○

年
金
手
帳

平
成
12
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
と
国

民
年
金
基
金
の
掛
金
は
、
確
定
申
告
の

際
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

申
告
の
際
は
、
保
険
料
の
領
収
書
や

税
務
課
窓
口
で
発
行
す
る
納
付
証
明
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
納
付
証
明
書
の
請
求
に
は
、

印
か
ん
が
必
要
で
す
。

（
国
保
年
金
課
年
金
担
当
）

申
し
込
む
（
１
世
帯
１
枚
に
限

る
）

※

応
募
多
数
の
場
合
は
、
応
募
者
立

会
の
う
え
抽
選
し
、
後
日
、
ハ
ガ
キ

で
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り

課
商
工
農
政
担
当
（
〒
816
―
８

５
０
１
春
日
市
役
所
）

春
休
み
国
際
交
流
事
業

参
加
者
募
集

納
め
忘
れ
も
な
く
便
利
で
す

口
座
振
替

国
民
年
金
保
険
料
・
国
民
年
金
基
金

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
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要
介
護
認
定
の
た
め
の
訪
問
調
査
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
な
ど
の
相
談

業
務
に
従
事
す
る
介
護
支
援
専
門
員（
嘱

託
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

１
人
程
度

勤
務
条
件

週
５
日
勤
務

雇
用
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
14
年
３

月
31
日

報
酬

月
額
２
１
６，

４
０
０
円
（
社

会
保
険
有
り
）

応
募
資
格

介
護
支
援
専
門
員
資
格
取

得
者
ま
た
は
３
月
末
ま
で
に
介

護
支
援
支
援
専
門
員
実
務
研
修

終
了
見
込
み
の
人
で
、
普
通
自

動
車
運
転
免
許（
オ
ー
ト
マ
可
）

を
持
っ
て
い
る
人

応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
、
「
介

護
支
援
専
門
員
に
求
め
ら
れ
る

も
の
」
を
テ
ー
マ
に
８
０
０
〜

１，

２
０
０
字
程
度
に
ま
と
め

た
作
文
を
添
え
て
、
２
月
20
日

�
（
必
着
）
ま
で
に
提
出
す
る

（
郵
送
可
）

選
考

提
出
書
類
お
よ
び
面
接
に
よ
り

決
定
（
面
接
日
は
２
月
下
旬
の

予
定
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

高
齢
担
当

（
〒
816
―
０
８
５
１
春
日
市
役

所
）

青
少
年
の
育
成
を
目
的
と
し
た
軟
式

野
球
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
審
判
員
を

募
集
し
ま
す
。

対
象

軟
式
野
球
の
愛
好
者
で
18
歳
以

上
の
健
康
な
人

審
判
派
遣
日

▽
毎
週
日
曜
日
▽
平
日

早
朝
ま
た
は
ナ
イ
タ
ー

※

審
判
技
術
向
上
の
た
め
、
毎
月
第

２
・
４
水
曜
日
（
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
30
分
）
に
筑
紫
野
市
中
央
公
民

館
で
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

全
日
本
軟
式

野
球
連
盟
福
岡
県
連
筑
紫
支
部

▽
富
田

と

み

た

�
（
953
）
１
２
７
５

児
童
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
「
児

童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
が

で
き
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
？

本
来
、
子
ど
も
は
温
か
い
環
境
の
中

で
健
や
か
に
育
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
心
身
に
傷
を
持
た

さ
れ
た
ま
ま
の
環
境
で
育
て
ら
れ
る
子

ど
も
が
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
原
因
の
一
つ
が
、
保
護
者
な
ど

か
ら
受
け
る
虐
待
で
す
。
そ
こ
で
、
子

ど
も
へ
の
虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、
予

防
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
の
が
「
児
童

虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」で
す
。

ど
ん
な
内
容
な
の
？

こ
の
法
律
は
、「
何
人
も
児
童
に
対

し
、
虐
待
を
し
て
は
な
ら
な
い
（
児
童

虐
待
の
禁
止
）」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
児
童
虐
待
と
は
、

１

児
童
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
、
ま

た
は
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
暴
行
を

加
え
る
こ
と
（
身
体
的
虐
待
）

２

児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る

こ
と
、
ま
た
は
児
童
に
わ
い
せ
つ
な

行
為
を
さ
せ
る
こ
と
（
性
的
虐
待
）

３

児
童
の
心
身
の
正
常
な
発
達
を
妨

げ
る
よ
う
な
著
し
い
減
食
、
ま
た
は

長
時
間
の
放
置
な
ど
、
保
護
者
と
し

て
の
監
護
を
著
し
く
怠
る
こ
と
（
ネ

グ
レ
ク
ト
）

４

児
童
に
著
し
い
心
理
的
外
傷
を
与

え
る
言
動
を
行
う
こ
と
（
心
理
的
虐

待
）

児
童
虐
待
は
、
児
童
の
心
身
の
成
長

人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
当
り
前
の
よ
う
に
虐
待
を
受
け
て

育
っ
た
子
ど
も
が
、
親
に
な
っ
て
自
分

の
子
ど
も
を
虐
待
し
て
し
ま
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。
次
の
世
代
に
引
き
つ
が
れ

る
お
そ
れ
も
あ
る
た
め
、
早
期
に
発
見

し
、
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
を
守
る
た
め
に
は

法
律
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す

ぐ
に
虐
待
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
虐
待
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
重
な
っ
て
起
こ
る
も
の
で
す
。

今
後
、
保
護
者
や
児
童
に
対
し
、
多

方
面
か
ら
の
よ
り
積
極
的
な
支
援
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
虐
待
を
受
け
る
児
童
は
、
自

ら
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

そ
こ
で
、
周
囲
の
住
民
の
協
力
も
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
の
周
り
で
「
も
し
か

し
て
虐
待
で
は
？
」
と
疑
わ
れ
る
よ
う

な
行
為
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
と
き

は
、
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
通
報
し
た
あ
な
た
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

連
絡
先

▽
福
岡
県
中
央
児
童
相
談
所

�
（
586
）
０
０
２
３

▽
市
こ
ど
も
未
来
課

�
（
584
）
１
１
１
１

▽
あ
な
た
の
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員

子
育
て
の
悩
み
が
虐
待
に
発
展
す
る

ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

子
育
て
が
う
ま
く
い
か
ず
に
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
、
途
方
に
暮
れ
た
り
す
る
こ

と
は
、
親
な
ら
だ
れ
で
も
経
験
す
る
こ

と
で
す
。

ひ
と
り
で
悩
む
前
に
、
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

相
談
窓
口

▽
市
健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

▽
市
家
庭
児
童
相
談
室

�
（
584
）
１
１
１
１

▽
赤
ち
ゃ
ん
・
子
ど
も
電
話
相
談

�
（
715
）
０
１
１
０

▽
こ
ど
も
虐
待
防
止
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
ふ

く
お
か
（
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
）

�
（
832
）
３
０
３
０

介
護
支
援
専
門
員
募
集

軟
式
野
球
審
判
員
募
集

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

困
っ
た
と
き
は
相
談
を
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

（
前
号
ま
で
の
あ
ら
す
じ
）

あ
る
所
に
お
婆
さ
ん
と
お
爺
さ
ん
が

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
突
然
、

お
婆
さ
ん
は
山
に
柴
刈
り
に
行
き
た
い

と
言
い
出
し
、
二
人
は
日
ご
ろ
の
役
割

を
交
代
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

あ
る
日
、
お
爺
さ
ん
が
川
で
洗
濯
し

て
い
て
拾
っ
た
大
き
な
桃
に
包
丁
を
入

れ
る
と
、
中
か
ら
女
の
子
「
桃
子
」
が

現
れ
ま
し
た
。

二
人
は
、
「
桃
子
」
の
成
長
を
楽
し

み
に
、
お
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら

育
て
ま
し
た
。

初
め
は
「
女
ら
し
く
」
育
っ
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
た
お
爺
さ
ん
も
、
自
然

の
中
で
の
び
の
び
と
育
つ
「
桃
子
」
を

見
る
う
ち
に
、
や
が
て
「
女
ら
し
さ
」

「
男
ら
し
さ
」
な
ど
と
い
う
こ
れ
ま
で

の
常
識
を
考
え
直
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。さ

て
、
桃
子
は
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て

い
き
、
あ
る
日
、
里
の
衆
を
困
ら
せ
て

い
る
鬼
を
懲こ

ら
し
め
に
鬼
が
島
へ
行
き

た
い
と
言
い
出
し
ま
し
た
。こ
れ
に
は
、

さ
す
が
の
お
婆
さ
ん
も
驚
き
ま
し
た
。

「
女
だ
て
ら
に
何
を
」と
言
い
か
け
て
、

そ
の
言
葉
を
飲
み
込
み
ま
し
た
。（
注
）

「
大
丈
夫
よ
、
仲
間
も
た
く
さ
ん
い
る

の
」桃

子
は
そ
う
言
っ
て
、
て
き
ぱ
き
と

自
分
で
準
備
を
始
め
ま
し
た
。
山
で
は

雉き
じ

や
犬
と
仲
良
く
な
り
、
木
登
り
を
し

て
い
る
時
に
は
猿
と
友
達
に
な
っ
て
い

た
の
で
す
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
仲
間
を

連
れ
て
集
ま
っ
て
来
ま
し
た
。

「
こ
う
な
っ
た
ら
、
応
援
し
て
や
る
し

か
あ
る
ま
い
」

今
や
お
勝
手
に
立
つ
こ
と
に
抵
抗
を

感
じ
な
く
な
っ
て
い
た
お
爺
さ
ん
は
、

お
婆
さ
ん
を
促
し
て
一
緒
に
き
び
だ
ん

ご
を
作
り
始
め
ま
し
た
。

こ
う
し
て
準
備
も
整
い
、
い
よ
い
よ

鬼
が
島
め
ざ
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

桃
子
の
乗
る
車
を
犬
た
ち
が
引
っ
張

り
ま
す
。
猿
た
ち
は
き
び
だ
ん
ご
を
運

び
ま
す
。
雉
た
ち
は
広
い
範
囲
に
わ
た

っ
て
広
報
宣
伝
活
動
を
し
て
ま
わ
り
ま

す
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
自
発
的
に
生
ま

れ
て
い
た
活
動
隊

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

も
加
わ
り
、
仲
間
は

ぐ
ん
ぐ
ん
ふ
え
て
い
き
ま
す
。
彼
ら
の

つ
な
が
り

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

は
多
く
の
有
益
な
情
報
を
も

た
ら
し
ま
す
。

鬼
が
島
に
は
、
男
鬼
た
ち
の
た
め
の

大
き
な
城
が
築
か
れ
て
い
ま
し
た
。
男

鬼
た
ち
は
、
毎
日
こ
の
城
に
集
ま
り
、

村
を
襲
っ
て
奪
い
取
っ
た
物
の
管
理
を

し
た
り
、次
の
襲
撃
計
画
を
練
っ
た
り
、

そ
れ
に
備
え
て
の
訓
練
を
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
彼
ら
が
そ
う
し
て
二
十
四
時

間
戦
え
る
よ
う
、
女
鬼
た
ち
は
島
の
中

の
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
、
家
事
や
育
児

の
一
切
を
任
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

桃
子
た
ち
が
城
に
到
着
し
た
の
は
、

夕
暮
れ
時
で
し
た
。

城
に
詰
め
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
間
は
と
う
に
過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
、

居
残
り

（
ざ
ん
ぎ
ょ
う
）

を
し
て
い
る
鬼
が
ま
だ
い
っ
ぱ

い
い
ま
し
た
。
最
近
は
働
き
過
ぎ
で
倒

れ
て
し
ま
う
者
も
出
て
い
る
ほ
ど
で
し

た
。
ま
た
、
中
に
は
、
城
に
い
な
い
と

不
安
に
な
っ
て
し
ま
う
者
や
家
に
帰
る

の
が
こ
わ
い
な
ど
と
い
う
変
な
鬼
も
混

じ
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
遅
く
ま
で

居
残
る
鬼
ほ
ど
優
秀
だ
と
み
な
さ
れ
る

風
習
が
あ
り
、ま
た
褒
美

ほ

う

び

も
出
る
の
で
、

わ
ざ
と
ゆ
っ
く
り
仕
事
を
し
た
り
、
忙

し
い
ふ
り
を
し
た
り
し
て
い
る
者
も
少

し
ば
か
り
い
ま
し
た
。

さ
て
、桃
子
た
ち
が
押
し
寄
せ
た
時
、

門
番
を
し
て
い
た
若
鬼
は
、
す
ぐ
に
上

役
に
報
告
し
ま
し
た
。

相
手
が
女
だ
と
聞
い
て
小
馬
鹿
に
し

て
顔
を
出
し
た
上
役
は
、
押
し
寄
せ
た

人
数
に
腰
を
抜
か
し
ま
し
た
。
よ
う
や

く
た
だ
事
で
は
な
い
と
悟
っ
た
も
の

の
、
さ
ら
に
上
の
鬼
の
指
図
を
仰
が
な

く
て
は
動
け
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
お
偉
方

え
ら
が
た

は
す
で
に
ど

こ
ぞ
や
で
酒
盛
り
を
始
め
て
し
ま
っ
た

ら
し
く
、
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

と
り
あ
え
ず
門
を
固
く
閉
ざ
し
て
時

間
を
か
せ
ぐ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
実
の

と
こ
ろ
、
連
日
の
居
残
り
で
疲
れ
切
っ

て
い
る
彼
ら
に
は
手
向
か
う
気
力
な
ど

な
か
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
桃
子
は
、
こ
の
絶
好
の

機
に
、
な
ぜ
か
攻
め
よ
う
と
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

（
つ
づ
く
）

（
注
）「女

だ
て
ら
に
」
は
、
「
控
え
目
な

態
度
・
行
動
を
要
求
さ
れ
る
女
性
が
、

男
性
も
顔
負
け
す
る
振
舞
い
を
す
る
こ

と
を
、
批
判
と
驚
嘆
の
気
持
ち
を
交
え

な
が
ら
取
り
上
げ
る
意
を
表
わ
す
」

（
三
省
堂
『
新
明
解
国
語
辞
典
』
第
五

版
）
言
葉
で
す
。
「
男
だ
て
ら
」
が
な

い
こ
と
か
ら
も
、
女
性
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
よ
る
制
約
を
強
く
受
け
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。

現
代
風
桃
太
郎�

　
　
「
桃
子
の
挑
戦
」�

市南部地域を運行する西鉄バス白

木原線（⑫番）が３月31日�で廃止

されます。

問い合わせ先 にしてつテレホンセ

ンター

�（733）３３３３

乙金�

四王寺登山口�

乙金台�

井の口�

釜蓋�

農協入口�

西鉄白木原駅�

西鉄白木原駅�
入口�

JR大野城�

春日公園3丁目�

春日幼稚園前�

春日4丁目�

春日6丁目�

春日南小入口�

浦の原�

惣利南口�

若草�

若草1丁目�

月の浦県営住宅前�

月の浦2丁目�

月の浦3丁目�

月の浦児童公園�

月の浦営業所�

運行経路�
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実
地
習
練
と
は
、
理
容
師
ま
た
は
美

容
師
を
目
指
す
人
が
理
容
所
、
美
容
所

で
１
年
以
上
習
練
す
る
も
の
で
、
理
容

師
美
容
師
試
験
を
受
験
す
る
た
め
、
必

要
な
も
の
で
す
。

今
回
、
法
律
で
定
め
る
こ
の
実
地
習

練
の
終
期
が
平
成
14
年
３
月
31
日
と
決

ま
り
ま
し
た
。

ま
だ
実
地
習
練
が
終
わ
っ
て
い
な
い

人
は
、
こ
の
日
ま
で
に
終
了
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
実
地
習
練
を
開
始
し
た
場
合

は
、
平
成
13
年
３
月
30
日
ま
で
に
保
健

所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

対
象

平
成
10
年
３
月
以
前
に
理
容
師

美
容
師
養
成
施
設
に
入
学
し
た

人
（
旧
養
成
課
程
を
終
了
し
た

人
）

問
い
合
わ
せ
先

▽
県
生
活
衛
生
課
�
（
643
）
３
２
７
９

市
税
滞
納
に
よ
る
差
押
財
産
を
公
売

し
ま
す
。

物
件
（
宅
地
）

▽
所
在
地
　
朝
倉
郡
夜
須
町
大
字
篠
隈

字
谷
頭
６
５
８
―
５
ほ
か
３
筆

▽
面
積
　
２
１
９
・
１
４
㎡
、
２
１
９

・
３
０
㎡
、
１
７
２
・
９
９
㎡
、
１

７
　
７
・
９
６
㎡

日
時

２
月
20
日
�
　
午
前
10
時
〜

会
場

福
岡
市
博
多
区
役
所
３
階
会
議

室
（
博
多
駅
前
２
―
９
―
３
）

※

入
札
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
市
博
多
区
役
所

納
税
課

�
（
441
）
２
１
３
１

対
象

参
加
資
格
を
有
し
な
い
業
者
と

業
種
の
追
加
を
希
望
す
る
業
者

受
付
期
間

２
月
26
日
�
〜
３
月
２
日

�

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
、

午
後
１
時
〜
４
時

業
種

①
工
事
関
係
②
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
関
係
③
物
品
、
役
務
関
係

資
格
有
効
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
14

年
３
月
31
日

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
那
珂
川

水
道
企
業
団
総
務
課
総
務
係

�
（
571
）
７
０
０
１

※

申
請
の
要
領
・
様
式
は
、
２
月
20

日
�
か
ら
配
布
し
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
は
、
４
月
に
市
内
の

市
立
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
入
学
通
知
書

を
発
送
し
ま
す
。

入
学
な
ど
に
関
す
る
相
談
が
あ
る
場

合
は
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
小
学
校
入
学
説
明
会
を
入
学

予
定
の
各
小
学
校
で
行
い
ま
す
の
で
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
学
校
教

育
担
当

フ
ロ
リ
ダ
の
大
自
然
か
ら
ア
ポ
ロ
の

月
面
着
陸
ま
で
の
幻
想
的
な
映
像
を
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
に
の
せ
て
お
送
り

し
ま
す
。
入
場
料
は
無
料
で
す
。

上
映
日

毎
月
第
２
日
曜
日
を
除
く
毎

日

上
映
開
始
時
間

①
午
前
10
時
、
②
午

【
ゆ
ず
り
ま
す
】

●
ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
（
揺
り
い
す
）

▽
木
製
▽
座
面
は
紺
地
に
白
の
花
柄
▽

新
品
同
様
▽
１
万
円
▽
吉
本

よ
し
も
と

�
（
501
）

３
０
１
７

●
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
▽
ヤ
マ
ハ
▽
31

鍵
、
伴
奏
ボ
タ
ン
２
個
付
き
▽
ケ
ー
ス

付
き
▽
無
料
で
▽
相
馬

そ

う

ま

�
（
585
）
９
３

１
９

【
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
】

●
キ
ー
ボ
ー
ド
▽
カ
シ
オ
▽
無
料
で
▽

相
馬

そ

う

ま

�
（
585
）
９
３
１
９

●
介
護
用
ベ
ッ
ド
（
で
き
れ
ば
電
動
）

●
ベ
ッ
ド
柵さ

く

●
サ
イ
ド
テ
ー
ブ
ル
●
介

助
バ
ー
▽
い
ず
れ
も
格
安
で
▽
金
子
�

（
593
）
０
７
８
９

《
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
は
》

■
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

品
物
名
（
色
、
サ
イ
ズ
、
特
徴
な
ど
詳

し
く
）、
有
料
・
無
料
の
別
（
有
料
の

場
合
は
１
万
円
を
上
限
と
す
る
希
望
価

格
）
な
ど
を
書
い
て
市
役
所
秘
書
広
報

課
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
る
た
め
の
伝
言
板
で
す
。

品
物
の
引
き
取
り
方
法
や
ク
レ
ー

ム
に
つ
い
て
は
、
直
接
当
事
者
間
で

話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
営
利
目
的
で
の
利
用
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
先
方
へ
の
電
話
は
、
２
月

１
日
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

福
岡
市
南
部
工
場
（
ゴ
ミ
焼
却
場
）
が
、
定
期
点
検
の
た
め
休
止
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
間
、
工
場
へ
の
ゴ
ミ
の
直
接
持
ち
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
が
で
き
な
い
期
間
　
２
月
９
日
�
〜
28
日
�

理
容
師
、
美
容
師
の
実
地
習
練

の
終
期
が
決
ま
り
ま
し
た

平
成
14
年
３
月
31
日
ま
で

そ

の

他

後
１
時
、
③
３
時
、
④
５
時
、

上
映
時
間

37
分

※

都
合
で
、
開
始
時
間
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
上
映
時

間
以
外
は
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
（
昇
町

１
―
１
２
０
）

定
員

各
回
９
人

※

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
だ
け
で
の

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
健
康
課
）

不
動
産
（
宅
地
）
の
公
売

平
成
13
年
度
市
立
小
・
中
学
校

入
学
通
知
書

平
成
12
・
13
年
度

春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
の
追
加
受
付

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
カ
プ
セ
ル

２
月
・
３
月
の
映
像
「
大
自
然

の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」

か
ね
こ
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春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
、

再
利
用
可
能
な
粗
大
ゴ
ミ
を
修
理
し
た

リ
サ
イ
ク
ル
品
を
無
料
で
お
譲
り
し
ま

す
。た

だ
し
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

展
示
・
申
込
期
間

２
月
19
日
�
〜
３

月
２
日
�
（
平
日
の
み
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
（
春
日
公
園
６
―
２
）

対
象

春
日
市
ま
た
は
大
野
城
市
に
住

ん
で
い
る
人

展
示
品

自
転
車
、
家
具
類

申
込
方
法

プ
ラ
ザ
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申

し
込
む
（
自
転
車
、
家
具
類
そ

れ
ぞ
れ
１
点
申
し
込
み
可
）

決
定
方
法

展
示
・
申
込
期
間
終
了
後
、

公
開
で
抽
選
し
、
当
選
者
に
は

ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す

注
意

○

リ
サ
イ
ク
ル
品
を
持
ち
帰
る
た
め

の
運
搬
手
段
や
費
用
は
、
当
選
者
の

負
担
に
な
り
ま
す
。

○

引
き
取
ら
れ
た
物
に
不
具
合
が
あ

っ
た
り
、
ま
た
、
そ
れ
が
原
因
で
事

故
な
ど
が
生
じ
て
も
責
任
は
負
い
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

春
日
大
野
城
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ

�
（
596
）
７
０
６
６

最
近
、
市
内
に
お
い
て
、
「
え
せ
同

和
団
体
」
に
よ
る
威
圧
的
な
寄
附
の
強

要
や
図
書
販
売
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

「
え
せ
同
和
団
体
」
と
は
、
同
和
問
題

を
口
実
に
、
企
業
な
ど
に
対
し
て
不
当

に
金
品
を
要
求
す
る
団
体
で
す
。

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
私
た
ち
が
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
同
和
問
題
の
解

決
の
大
き
な
妨
げ
と
な
る
も
の
で
、
断

固
と
し
て
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
こ
の
よ
う
な
団
体
の
訪
問
を

受
け
た
場
合
は
、
き
然
と
し
た
態
度
で

断
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
え
せ
同
和
行
為
で
被
害
に
あ

っ
た
と
き
は
、
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

や
市
役
所
、
警
察
な
ど
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政
策
課

リ
サ
イ
ク
ル
品

（
自
転
車
、
家
具
類
）

無
料
で
お
譲
り
し
ま
す

校
区
内
の
公
園
を
き
れ
い
に
し
よ
う

と
、
日
の
出
小
学
校
の
４
年
１
組
の
子

ど
も
た
ち
42
人
が
立
ち
上
が
り
、
公
園

復
活
作
戦
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

取
り
組
ん
だ
公
園
は
、
日
の
出
町
５

丁
目
に
あ
る
日
の
出
第
１
公
園
。
土
管

を
使
っ
た
遊
具
が
あ
る
た
め
「
ど
か
ん

公
園
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
ま
ず
総
合
学
習
の

時
間
を
利
用
し
て
じ
っ
く
り
と
作
戦
を

練
り
、
２
か
月
後
に
、
こ
れ
を
実
行
に

移
し
ま
し
た
。

落
ち
葉
の
清
掃
の
ほ
か
、
花
壇
の
さ

く
を
ブ
ロ
ッ
ク
に
埋
め
替
え
た
り
、
花

の
苗
を
植
え
た
り
、
そ
し
て
、
す
べ
て

の
遊
具
の
ペ
ン
キ
塗
替
え
ま
で
自
分
た

ち
の
手
で
こ
な
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
熱
心
な
活
動

を
応
援
し
よ
う
と
、
地
元
業
者
が
ペ
ン

キ
な
ど
の
資
材
を
無
償
で
提
供
し
て
く

れ
た
り
、
土
管
に
明
か
り
取
り
の
穴
を

あ
け
て
く
れ
た
り
。

そ
ん
な
さ
ま
ざ
ま
な
支
え
が
あ
っ
て
、

つ
い
に
立
派
な
ど
か
ん
公
園
が
復
活
し

ま
し
た
。

作
戦
を
完
了
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

「
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
自
分
た
ち
の
力

で
公
園
が
き
れ
い
に
な
っ
た
」
と
大
満

足
の
様
子
で
し
た
。

お
年
寄
り
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
た

め
の
施
設
「
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
」
の
会
員
25
人
が
、
こ
の
ほ
ど
、
市

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ナ
ギ
の
木
苑
」

で
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

同
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が

自
主
的
に
昨
年
か
ら
始
め
た
も

の
で
、
約
２
時
間
、
草
取
り
や

溝
さ
ら
い
、
草
刈
り
な
ど
に
励

み
ま
し
た
。

参
加
し
た
会
員
の
一
人
は
、

「
い
つ
も
、
こ
の
施
設
の
大
浴

場
な
ど
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
お

役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
」
と

話
し
な
が
ら
、
手
際
よ
く
作
業
に
あ
た

っ
て
い
ま
し
た
。

※

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
�
（
596
）
１
８
２
６
、
ナ

ギ
の
木
苑
に
つ
い
て
は
�
（
595
）
０

５
１
３
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

u
わ
ー
い
、
こ
ん
な
に
き
れ
い
に
な
っ
た
よ

△ブロックでせっせと花だん作り

u
て
き
ぱ
き
と
作
業
す
る
会
員
た
ち

TOPICS

TO
P
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S

TO
P
IC
S

TOPICS



こ
の
ほ
ど
厚
生
大
臣
特
別
表
彰
を
受

け
た
春
日
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

有
田

あ

り

た

幸
人

ゆ

き

と

さ
ん
、
宮
原

み
や
は
ら

シ
マ
ヱ
さ
ん
、

加
来

か

く

千
代
子

ち

よ

こ

さ
ん
が
、
12
月
５
日
、
井

上
市
長
に
表
彰
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
は
、
そ
れ
ぞ
れ
25
年
以

上
の
長
期
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域
の
人
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
の
解
決
の
手
助
け
を
行
っ
て
き

た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

３
人
は
、
「
大
変
な
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
っ
た
が
、
み
ん
な
の

”あ
り
が
と

う
“
と
い
う
言
葉
で
こ
こ
ま
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
と

と
も
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
市
民
の
皆

さ
ん
の
身
近
な
相
談
・
支
援
者
で
す
。

皆
さ
ん
が
生
活
上
の
悩
み
を
抱
え
て

困
っ
た
と
き
、
誰
か
に
相
談
し
た
い
と

き
な
ど
に
ご
相
談
を
受
け
、
皆
さ
ん
自

身
が
問
題
解
決
を
す
る
た
め
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

春
日
市
に
は
現
在
77
人
の
民
生
委
員

・
児
童
委
員
が
い
ま
す
。
い
つ
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ

い
て
は
こ
ど
も
未
来
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

春
日
市
・
大
野
城
市
・
那
珂
川
町
の

消
防
合
同
出
初
式
が
、
１
月
７
日
、
大

野
城
市
立
大
利
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
、

急
き
ょ
体
育
館
で
行
わ
れ
た
式
典
に
は
、

消
防
署
員
や
各
市
町
の
消
防
団
員
約
５

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

年
明
け
最
初
の
行
事
と
あ
っ
て
、
消

防
署
長
の
訓
辞
を
聞
く
参
加
者
た
ち
の

表
情
も
真
剣
そ
の
も
の
。
今
年
一
年
の

安
全
を
願
っ
て
気
持
ち
を
引
き
締
め
て

い
ま
し
た
。

１
月
８
日
の
成
人
の
日
、
新
成
人
の

門
出
を
祝
う
成
人
式
が
、
ふ
れ
あ
い
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
新
成
人
を
代
表
し
て
彌
政

い
よ
ま
さ

浩
二

こ

う

じ

さ
ん
が
「
２
０
０
１
年
と
い
う
節

目
の
年
に
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
の
で

き
た
嬉
し
さ
を
胸
に
、
大
人
と
し
て
の

責
務
を
果
た
せ
る
よ
う
精
進
し
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

近
年
、
各
地
で
荒
れ
る
成
人
式
が
話

題
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
日
、
本
市
の

式
典
に
参
加
し
た
新
成
人
た
ち
は
、
市

長
や
恩
師
た
ち
か
ら
の
祝
辞
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
会
場
内
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
再
会
を
喜
び
合
う
新
成
人
の

輪
が
で
き
、
記
念
撮
影
を
し
た
り
近
況

を
報
告
し
合
っ
た
り
し
て
、
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
内
野
手
で
、

春
日
市
出
身
の
永
池

な
が
い
け

們
多

も

ん

た

さ
ん
が
、
こ

の
ほ
ど
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

永
池
選
手
は
、
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら

少
年
硬
式
野
球
（
ボ
ー
イ

ズ
リ
ー
グ
）
チ
ー
ム
「
春

日
ビ
ッ
グ
ス
タ
ー
ズ
」
の

３
番
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
活

躍
。
全
国
か
ら
選
ば
れ
て

中
国
遠
征
試
合
に
も
出
場

し
た
と
い
う
輝
か
し
い
実

績
の
持
ち
主
で
す
。

今
回
、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ

で
帰
郷
し
た
つ
い
で
に
立

ち
寄
っ
た
も
の
で
、
応
対

し
た
井
上
市
長
と
昨
シ
ー
ズ
ン
の
優
勝

の
話
題
に
終
始
。

「
来
シ
ー
ズ
ン
も
、
ま
た
優
勝
に
向

け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
す

る
井
上
市
長
と
が
っ
ち
り
と
握
手
を
交

わ
し
て
い
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い

△井上市長に喜びの報告をした加来さん、有田さん、宮原さん（写真左から）

△たくさんの消防団員などが参加しました

△井上市長と握手を交わす永池選手 △はい、撮るよー

△新成人を代表してあい
さつする彌政さん

TOPICSTOPICS
TOPICSTOPICS
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2
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�
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¡

¡

¡

¡
¡

¡

¡

¡

¡

寒
さ
が
厳
し
い
季
節
で
す
が
、
春
は
も
う
す

ぐ
そ
こ
ま
で
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。

○
豆
ま
き
　

３
日
�
　
各
セ
ン
タ
ー

節
分
と
は
、
立
春
の
前
日
（
毎
年
２
月
３
日

ご
ろ
）
の
こ
と
で
、
み
ん
な
元
気
で
健
康
に
過

ご
せ
る
よ
う
に
と
願
っ
て
豆
を
ま
く
習
わ
し
が

あ
り
ま
す
。

福
を
た
く
さ
ん
呼
び
こ
め
る
よ
う
、
元
気
よ

く
豆
ま
き
し
ま
し
ょ
う
。

○
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
づ
く
り

10
日
�
　
各
セ
ン
タ
ー

２
月
の
行
事
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た
聖

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
。
大
切
な
人
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
お
姉
さ
ん
た
ち
と

一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
素
敵
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
で
き
あ
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
各
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

18

※
　
毛
勝
児
童
セ
ン
タ
ー
所
在
地
の
表
示
が
「
下
白
水
３
３
５
番
地
２
」
か
ら
「
大
土
居
１
丁
目
38
番
地
」
に
変
り
ま
し
た
。

△だれにあげるのかなQ
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Ｉ
Ｔ

ア
イ
テ
ィ
ー

ブ
ー
ム
？
で
す
。
新
聞
に
よ
る

と
、
７
割
近
く
の
人
の
自
宅
に
は
パ
ソ

コ
ン
が
あ
り
、
仕
事
で
は
９
割
弱
の
人

が
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
い
る
そ
う
で

す
▼
ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
が
、
著
書

「
第
３
の
波
」
で
描
い
た
世
界
が
現
実

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
当
時
中
学
生
だ

っ
た
私
は
、
情
報
社
会
の
到
来
を
予
測

し
た
こ
の
本
に
、
か
な
り
影
響
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
、
工
業
社
会
特
有
の

同
時
性
、
画
一
性
と
い
っ
た
堅
苦
し
い

社
会
は
な
く
、
個
人
の
生
き
方
が
尊
重

さ
れ
た
自
由
な
社
会
が
あ
る
よ
う
に
感

じ
た
か
ら
で
す
▼
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
が

活
字
を
発
明
し
て
最
初
に
印
刷
し
た
も

の
は
「
聖
書
」
で
し
た
。
聖
書
を
占
有

す
る
こ
と
で
教
会
は
権
威
を
保
っ
て
き

ま
し
た
が
、
印
刷
技
術
で
聖
書
が
一
般

市
民
に
普
及
し
始
め
る
と
、
そ
の
権
威

は
薄
れ
、
そ
の
後
宗
教
改
革
や
市
民
革

命
へ
と
続
い
て
い
き
ま
し
た
▼
今
、
ま

さ
に
同
じ
こ
と
が
Ｉ
Ｔ
革
命
で
起
こ
っ

て
い
る
の
で
す
。
Ｉ
Ｔ
革
命
で
情
報
が

個
人
の
も
の
に
な
る
こ
と
で
、
社
会
は

大
き
く
変
わ
る
こ
と
で
し
ょ
う
▼
春
日

市
で
も
今
月
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
無
料
講

習
会
が
始
ま
り
ま
す
。
21
世
紀
は
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
の

苦
手
な
人
も
、
あ
せ
ら
ず
、
ゆ
っ
く
り

と
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

茶
髪
頭
を
た
た
い
て
み
れ
ば

Ｉ
Ｔ
革
命
の
音
が
す
る

情
報
技
術
革
命

問１　②１月４日
問２　③国民年金　
問３　①７００号　
問４　①ご願ほどき
問５　③すずらん
（応募総数　68通）

１月14日に行われた、重要無形民俗文化財の祭りは？
①念押し祭り
②婿押し祭り
③押しくらまんじゅう

３月分から料金が上がるのは？
①給料が上がってくれ
②タクシー料金
③下水道料金

一番きらわれるのは？
①遅尻の長尻
②青い尻
③頭かくして尻かくさず

弥生の里児童画大賞展のテーマは？
①タイムトラベル
②タイムカプセル
③タイムボカン

所得税の確定申告はいつまで？
①いつでもかまわない
②３月１５日
③４月２日

ヒント　ほかのページを見てください。

なるほどザＫＡＳＵＧＡ

ハガキに市報の月日号、クイズの答え、
住所、氏名、電話番号、市報に関する質問や
要望などがあれば記入し、下記までお送りく
ださい。

〒816－8501
春日市役所秘書広報課

２月20日（当日到着分まで有効）

全問正解者の中から抽選で、10人に図
書券（５００円分）を差し上げます。
なお、賞品の発送をもって発表にかえさせ

ていただきます。

問１

問２

問３

問４

問５
応募方法／

あ て 先 ／

締め切り日／

賞品・当選発表／

毎
回
、
福
岡
県
内
の
小
学
生
か
ら
た
く

さ
ん
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
る
弥
生
の
里
児

童
画
大
賞
展
。

そ
の
中
で
特
に
優
秀
な
作
品
に
与
え
ら

れ
る
９
つ
の
賞
の
う
ち
、
今
回
は
、
春
日

市
の
子
ど
も
た
ち
が
３
つ
の
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

「
す
ご
く
び
っ
く
り
し
た
」「
う
れ
し
か

っ
た
」
と
受
賞
を
喜
ん
で
い
る
３
人
か
ら

少
し
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

Ｑ．

こ
の
絵
を
書
こ
う
と
思
っ
た
の
は
？

松
枝
…
私
が
住
ん
で
い
る
ま
ち
や
家
を
描

き
た
か
っ
た
か
ら
。

南
…
私
は
水
泳
を
習
っ
て
い
て
、
今
、
プ

ー
ル
が
一
番
楽
し
い
か
ら
。

金
堂
…
大
人
に
な
っ
て
も
こ
ん
な
ふ
う
に

あ
っ
た
か
い
時
間
が
持
て
る
と
い
い
な

あ
と
思
っ
た
か
ら
。

Ｑ．

一
番
苦
労
し
た
と
こ
ろ
は
？

松
枝
…
建
物
の
窓
を
細
か
く
塗
っ
た
と
こ
ろ
。

南
…
腕
。
泳
い
で
い
る
よ
う
に
描
く
の
が

難
し
か
っ
た
。

金
堂
…
床
の
模
様
を
細
か
く
描
い
た
と
こ
ろ
。

Ｑ．

将
来
の
夢
は
？

松
枝
…
絵
描
き
さ
ん
か
な
。

南
…
幼
稚
園
や
学
校
の
先
生
。

金
堂
…
バ
レ
リ
ー
ナ
。
で
も
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
絵
描
き
さ
ん
に
な
れ
っ
て
言
っ
て

る
の
。

絵
を
描
く
こ
と
は
大
好
き
だ
と
い
う
３

人
。
今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
は
、
３
人
と

も
口
を
そ
ろ
え
て
「
自
信
が
あ
っ
た
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

将
来
の
夢
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
自
信
を
持
っ
て
い
ろ
ん
な
こ

と
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｋ

u
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
賞

松
枝

ま
つ
え
だ

和
佳

の

ど

か

さ
ん
（
春
日
北
小
学
校
１
年
）

u
福
重
美
和
賞

南
み
な
み

さ
や
か
さ
ん
（
大
谷
小
学
校
２
年
）

u
西
日
本
新
聞
社
賞

金
堂

か
な
ど
う

瀬
那

せ

な

さ
ん
（
日
の
出
小
学
校
３
年
）
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市の人口
※　市報かすがは森林資源を守るため古紙配合率80%の再生紙を使用しています。

発
行
／
春
日
市
役
所
　
〒
816
‐
８
５
０
１
福
岡
県
春
日
市
原
町
３
丁
目
１
番
地
５

1
（
５
８
４
）１
１
１
１
　
編
集
／
春
日
市
役
所
秘
書
広
報
課

印
刷
／
（資）
四
ヶ
所
印
刷

ホームページアドレス（URL）http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

世紀の節目に当たった今回は、「タイ
ムカプセル」がテーマ。子どもたちは、
未来への思いを、伸び伸びと表現して
くれました。
夢いっぱいの応募作品４,４９２点の
中から選ばれた２６０点を、現在、ふ
れあい文化センターで展示しています。

弥
生
の
里
大
賞�

林田
はやしだ

麻美
あ さ み

北九州市立大蔵小学校
５年

春
日
市
長
賞�

春
日
市
教
育
長
賞�

牧野
ま き の

帆乃佳
ほ の か

北九州市立田原小学校
６年

後藤
ご と う

慶子
け い こ

福岡市立壱岐小学校　２年

西
日
本
新
聞
者
賞�

金堂
かなどう

瀬那
せ な

春日市立日の出小学校　３年

林
紀
一
郎
賞�

は
や
し�

き
い
ち
ろ
う�

北元
きたもと

功佑
こうすけ

水巻町立猪熊小学校　４年

Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
賞�

松枝
まつえだ

和佳
の ど か

春日市立春日北小学校
１年

光
行
洋
子
賞�

み
つ
ゆ
き�

よ

う

こ

�

吉田
よ し だ

賢広
たかひろ

北九州市立田原小学校　６年

吉
村
郁
夫
賞�

よ
し
む
ら�

い

く

お

�

森山翔一朗
もりやましょういちろう

大野城市立大野南小学校　４年

福
重
美
和
賞�

ふ
く
し
げ�

み

　

わ

�

南
みなみ

さやか
春日市立大谷小学校　２年

　
全
体
の
印
象
と
し
て
は
、た
い
へ
ん
レ
ベ
ル
が
高
く
、夢
の
あ
る

作
品
が
多
か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
、感
性

が
宝
物
の
よ
う
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、私
た
ち
に
す
ご
く
訴
え
か
け

て
く
る
、イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
色

彩
も
明
る
く
き
れ
い
で
、ま
た
思
い
切
っ
た
面
白
い
構
図
の
作
品
が

多
く
、た
い
へ
ん
感
心
し
ま
し
た
。�

審
査
委
員
に
よ
る
講
評�

弥生の里児童画大賞展
期日 ２月12日�まで
※　２月５日�は休館です。
時間 午前10時～午後５時
場所 ふれあい文化センターギャラ

リー
問い合わせ先 社会教育課

�（575）４１２１




